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《特徴》
今回の医療ADRの特徴は，東京三弁護士会医療関

係事件検討協議会から医療紛争を数多く扱う委員（患

者側15名，医療側15名）が，仲裁委員として各1名

ずつ関与し，従来の仲裁委員と協力しながら話し合い

を行なってゆく形をとることが特徴となります。この

2名の新しい仲裁委員の関与により，従来理解が困難

とされていた医療紛争に関して，スムーズな話し合い

を導くことができるものと考えています。

《注意点》
ただ，注意していただきたいのは，2名の新たな仲裁

委員は，医療機関側代理人経験者，患者側代理人経験

者という立場で関与しますが，あくまでも中立的な仲

裁委員として関与するものであり，申立人あるいは相

手方の側に立ち，その立場から各々の利益のために主

張をしてゆくという性質の委員ではないという点です。

もちろん，この記事をお読みいただいている会員の

皆様にはお分かりのことなのですが，実際に申立をさ

れる患者さん御本人，あるいは相手方となる医療機関

が，自分の側に立ってくれる仲裁の委員が出来たと誤

解をされてしまいますと，それだけで新たな紛争の種

になりかねませんので，この点は是非ご注意下さい。

あくまでも，医療紛争の特性を知る医療事件の経験

が豊富な弁護士が，中立的な立場から，当事者による

自主的な紛争解決を目指すべく話し合いをスムーズに

進め，解決のために事実関係の説明や争点の整理等を

行なうお手伝いをさせていただくものとお考え下さい。

《具体的な進行》
紛争解決センターにおける話し合いは，当事者の努

力による円満な紛争の解決を目指すものですので，過

失・因果関係という法的観点にのみ絞って，他の事実

関係を切り捨てるということは行ないません。

医療機関に対する不平・不満等があれば，それを率直

に当該医療機関に伝え，必要であれば今後の医療の改善

のために検討してもらうという形も当然考えています。

その意味では，事実経過も含めて，訴訟とは異なり

証拠によって白黒を付けるのではなく，当事者の話し

合いや説明による相互理解を図ることからスタートす

ることになるものです。

《費用について》
今回の医療ADRは三会共通で行なわれることとな

り，申立手数料，期日手数料，成立手数料は，三会共

通となりましたので，どの弁護士会に申し立てても費

用が変わることはありません。

申立手数料は10,500円（消費税込）

期日手数料は5,250円（消費税込）

（申立人・相手方が各々上記金額をお支払いいただき

ますので，両者の合計で1期日で10,500円となります。）

成立手数料は紛争解決額により異なりますが，例え

ば，100万円の場合は，84,000円となります。

成立手数料の負担割合は，仲裁委員等が定めること

になります。

■問い合わせ先：
東弁紛争解決センター TEL.03-3581-0031

宮澤 潤
東京三弁護士会医療関係事件検討協議会

ADR小委員会委員長　

2007年9月から東弁の紛争解決センターの中に
医療紛争を取り扱う医療ADRが新設されることとなりました。

スタート！ 医療 ADR




